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1.研究の背景と目的 

 本研究は、伝統的な景観や民家が多く残ると言わ

れる沖縄県の伊是名集落を研究対象としている。現

在、伊是名集落の伝統的民家は赤瓦屋根の経年劣化

や木造の部材の老朽化により、住民によって改修さ

れている。本研究は、この住民の民家の改修という

行為を実体的側面１）と意識的側面１）から捉えること

で空間変容の特徴を理解し、民家の伝統性を今日に

継承することの可能性について議論することを目

的としている。実態的側面では実測調査や聞き取り

調査から、改修前後の民家の変容の事実を抽出し、

把握する。意識的側面では、居住者への聞き取りか

ら大切にしている文化や重視することなどの、居住

者の民家を改修に対する想いや考えを抽出し、居住

者の意識に基づいて改修という行為を捉える。 

 本稿は，特に炊事屋や風呂と便所などの水回り

が位置する伝統的琉球民家の西側空間の改修に着

目して探究する。これまでの研究６)７)９)より民家東

の主屋と西の炊事屋を別棟とする二棟造りから、

二棟が合体するという基本的な変容モデルが明ら

かにされている。また、現地での調査から炊事屋

の位置や規模の変更、風呂や便所の内部化による

改修が多く行われている、といった空間変容の事

例を集めている。 

2.現地での活動 

 伊是名集落における調査は、集落の民家の空間と

人の生活の探究を目的とし、民家実測、祭祀調査な

どを継続的注１）に行っている。第一筆者は、2019年

から一連の研究に参加し、実際に伊是名集落を訪れ

集落の生活を経験している注２）。村や集落の祭祀に

積極的に参加し、話し、食べ、飲むなどの日常生活

の経験を共有することで、集落の生活や人々との密

着を深めている。また、過去に撮影した調査時の動

画などの研究資料を繰り返し見ることで、知見を得

ている。これらの取り組みは、研究対象への理解を

深め、解釈するための経験を積み重ねることに結び

ついている。 

3.調査の方法 

3.1.調査の概要 

 民家調査は2014年に開始し、2017,18年に集中的

に行い、その後2019年まで追調査を行っている。

2020年3月に調査結果をまとめ報告書（５分冊）４）

を制作している。伊是名集落の民家160軒のうち66

軒（後辺注３）の民家47/49軒、前辺注４）の民家19/111

軒）の調査を行っている。 

3.2.実地調査 

 住居の現在の状態を捉えるために実測調査を行

う。同時に居住者から生活の様子や過去の住居の状

態、住居の改修に着目し、自由に語ってもらう聞き

取り調査を行う。適宜、構造化した聞き取りも行う。

実測調査は、居住者立会いのもと行い、空間構成や

家具を図面に記録し、同時に動画や写真で撮影する。

聞き取り調査は、その全過程を動画や静止画で記録

する。 

3.3.一次資料の作成 

 実地調査で得た情報を一次資料として整理する。 

１）調査時に記録した図面や写真をもとに詳細な平

面図を作成する。また、家具や生活用品など一時的

なものを描き加えた平面図も作成する。 

２）語りを記録した動画データから、語りの内容を

テキストとして抽出する。この時、指示代名詞や地

域独特の表現には誰もが理解できる言葉を補足す

る。補足のルールと表記の記号を表１に示す。語り

のテキストは全8559テキストを得ている。 

表 １ 言葉を補う際のルール 

 
3.4.二次資料の作成 

 調査情報が充実する25軒注５）を対象として、一次

資料を参照し、改修前後の住居の変化をカードに整

理した二次資料を作成する。二次資料には①現在の

住居の状態を表す平面図と、語りのテキストから類

推した②過去の住居の状態の平面図、③変化を端的

に表す短文（表札）、④変化に関する語りのテキス

トを記す。上記４つを記したカードを変化シートと

呼ぶ。変化シートは25軒から全689枚を得ている。 

 
図 １ 変化シートの例 

  （　） 　 話し手の使用した言葉を別の言葉に置き換える場合は、話し手の言葉
　　　    を括弧に入れて記す．
（（　））    記述の際に補った言葉は、二重括弧に入れて記す．
  〈　〉 　 話し手の動作からの推量は、その旨を三角括弧に入れて記す．
  《　》　  観察事実・推論は、その旨を二重三角括弧に入れて記す．
  ［　］　  聞き取りの状況や発話に関して注意すべきことがあれば、四角括弧に入れて記す．

改修に関連する語りのテキスト

005 炊事屋の床を、西側に半間土間を残して土間から板張りの床に変更する
K3_16

TEXT 聞き取りテキスト
23 流し台などの配置は、おばあさん（（前の主？））がいた頃と変わらない。
25 ここ（二番座の西側の収納の南東角の柱を指して）から西側は（（床が））落ちて土間であった。
31 システムキッチン（これ）がなかった頃は、石の流し（これ）が流しだったのだと思う。
32 今は土間への出入り口を勝手口のように使っている。
33 現在、石の流しは、野菜を洗ったりするのに重宝している。
96 涼子さんと正康さんは、日中はキッチンのテーブルの方にいる。
97 朝ごはんと昼ごはんはキッチンのテーブルで食べる。
107 お客さんが来ていても、二番座の方とキッチンとの一体感がある。

民家番号
シート番号

表札：変化の内容を表す

改修前の図面 改修後の図面① ②

③

④
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図 ２ SAdu 家の改修を時系列に沿ってまとめたものの一部（実態的側面） 

4.行為の概念 

 Fred Dretskeは、人間の行動は「理由」と「原因」

の2つの形で説明されるとし、理由により説明された

行動を行為と呼ぶ。理由の中には、何を欲するかと

いう欲求と行為者が何を信じるかという信念があり、

これらは相互に作用する。 

 本稿では、住居の改変を行う際の、改修によって

成し遂げたいことを「欲求Desire」、行為者が信じる

知識や経験を「信念Belief」、改修の具体的な行為を

「意図Intention」として分析する。民家の改修の意

図的側面の理解に行為の概念を用いることで、民家

の改修における居住者の行為の選択を分析し、物理

的な形として現れない、もしくは形からは読み取る

ことができない可能性のある改修の理由を抽出でき

ないかと考えている。 

5.研究方法 

１）変化シートを用いて各民家の改修の実態を時系

列に沿って整理する。このとき、社会背景や居住者

の家族構成の変化なども含め整理する。 

２）改修の実態とその改修に関する語りのテキスト
を対応させ、それぞれの変化に関する語りのテキス
トを信念Ｂ、欲求Ｄ、意図Ｉに分類して記す。 

３）分類した語りのテキストを図式表現する。改修

の事実や当該民家の語りのテキストに加えて、同様

の改修が行われている他民家での語りのテキストや

文献を参照して演繹する。また、建築の知識や実態

的側面から類推可能なことも加え詳細に分析する。 

6.結果 

 本稿では、SAdu家を代表例として取り上げる。こ

の民家は、民家の改修に関する聞き取りを詳細にで

き、民家の西側空間の改修において他の民家でも見

られる、この地域で多く行われている改修を含んで

いる。SAdu家では語りのテキストを225、変化シート

を23枚得ている。 

6.1.炊事屋の改修 

１）改修の実体的側面 

 主屋の南西にコンクリートブロックの壁を新設し、

その上にトタン屋根を葺くことで炊事屋を3畳から

12畳に拡張している。この時、炊事屋の床は土間か

ら主屋より34cm低い板張りの床に変更している。ま

た竈に変わる設備としてガスコンロとキッチンユニ

ットを導入している。この改修の事実を図２に示す。

図２は、SAdu家の改修の全容を示すデータから炊事

屋の改修に関わる情報を抜粋したものである。 

２）改修の意識的側面 

 炊事屋の改修に関わる行為の概念の関係を図３に

示す。炊事屋の改修における「炊事屋の床を土間か

ら主屋より低い板張りの床にする」という行為を取

り上げ、この改修に関する行為の概念の関係性に着

目する。 

 語りのテキスト203「主屋の床と炊事屋の床（ここ）

をあげて、ひとつにバリアフリーみたいにしたかっ

た。」から、欲求Ｄ「炊事屋の床を主屋と同じ高さに

揃えたい」を抽出する。また、語りのテキスト42「こ 

の家を屋根西側（ここから）半分を切り落として、 

1972年
S47

沖縄本土復帰
次男がお腹にいる（5ヶ月）

改修時期
記憶が曖昧

1965年
S40

長女誕生
旦那さんの祖父他界 → 

Kさん家族
越してくる 生活改善

4 新設した南東の壁の上に臥梁を新設する

10 主屋西にコンクリートブロック壁を新設する

11 セメント瓦葺きの屋根の西にトタン葺きの屋根を新設する

12 炊事屋の床を土間から主屋の床より低い板張りに変更する

7 炊事屋の北にあった竃からガスコンロに変更する

8 炊事屋北西部にキッチンユニットを設置する

3 主屋南の雨端の木柱を鉄筋コンクリートの柱に変更する

5 南東角の雨端に一番座と同じ高さの板張りの床を設置する

34cm

14cm

流し

コンロ

流し

コンロ

井戸

I 鉄筋コンクリートの梁（ハチマキ）を新設する
D 家を丈夫にしたい。補強したい
B コンクリートの梁を入れたら丈夫になる
S 家が古くぼろい

I 主屋北西にコンクリートブロック壁を新設する　
D 主屋の西側を広くしたい
D 炊事屋を広くしたい
D 主屋内に風呂と便所を作りたい
B 西側を広くすれば炊事屋が大きくできる
B 西側を広くすれば風呂と便所を主屋の中に作ることができる
S 炊事屋が狭い
S 主屋内に風呂と便所が無い

I 既存の主屋のセメント瓦葺きの屋根のさぎうるしの部分のみ切断し、
その軒先から西側にトタン葺きの屋根を新設する

D 主屋の西側を広くしたい
D 炊事屋を広くしたい
D 主屋内に風呂と便所を作りたい
B 西側を広くすれば炊事屋が大きくできる
B 西側を広くすれば風呂と便所を主屋の中に作ることができる
S 炊事屋が狭い
S 主屋内に風呂と便所が無い

I キッチンユニットを設置する
D キッチンユニットを設置して台所を便利に利用したい
B 台所を便利に利用できる

I
D ユニットキッチンを設置して台所を便利に利用したい
B 台所を便利に利用できる
S 火を焚くのは大変である

I 炊事屋の床を主屋の床より34cm低い板張りの床にする

D ユニットキッチンを設置したい
B 板張りの床になると炊事屋が便利に使える
B 板張りの床ならユニットキッチンを設置できる
S 土間の床では便利では無い
S ユニットキッチンがなく竃と井戸である

D

S

D C 家屋を頑丈にしたい
B 木材よりコンクリートの方が頑丈である
B 木材よりコンクリートの方が腐食しにくい
S 家屋が老朽化した (78)
S G 家屋が雨で腐食した K4_24 146,148,196
S G 白蟻の被害を受けた K2_06 269,275,277

I 雨端に表座と同じ高さの板張りの床を新設する
D 家が狭いから広げたい
B 縁側を作れば内部空間が広がる
S 子どもが10人いて家が狭かった

③

②
②
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図 ３ 炊事屋の改修に関する信念、意図、欲求の関係（意識的側面） 

（（屋根を））少し高く上げてスラブをつくってほし

いと大工さんにお願いした。」から欲求Ｄ「既存の屋

根を切断して高い位置から屋根を葺きたい」を抽出

する。これら2つの欲求より、信念Ｂ「床の高さを上

げるには天井高を確保する必要がある」、信念Ｂ「主

屋の屋根を切断すれば高い位置から新たな屋根を葺

くことができる」という2つの信念が確認できる。こ

れらより、意図Ｉ「主屋の屋根を改修する」につなが

る。（図３①を参照） 

 語りのテキスト43「しかし、大工さんに、家をカッ

トする責任は取れないと断られたので、トタン屋根

を葺いて、ただ広くした」、語りのテキスト204「二

番座南のコンクリートの梁（これ）も取れなければ

どうにかしてって思ったけど、流し（ハチマキ）だと

思うから、もうどうしようもできない。」より、信念

Ｂ「コンクリートの臥梁を壊すことができない」、信

念Ｂ「コンクリートの臥梁があると主屋の屋根を切

断できない」という信念を抽出する。観察事実とし

て、既存の主屋の屋根の軒先からスラブ屋根がかけ

られている。（図３②を参照） 

 既存の屋根を改修できないことにより、信念Ｂ「炊

事屋の天井高を確保することができない」つまり、

信念Ｂ「炊事屋の床を主屋の床と同じ高さに揃える

ことができない」ということがわかる。（図３③を参

照） 

 以上より、信念Ｂ「既存の主屋の屋根を壊すこと

ができない」に至り、欲求Ｄ「炊事屋の床を主屋と同

じ高さの板張りの床にしたい」が否定されたことで

「炊事屋の床を主屋の床より低い板張りの床にする」

という意図Ｉに至り、実行され「炊事屋の床は主屋

より34cm低い板張りの床である」として観察できる。 

6.2.風呂とトイレの改修 

１）改修の実体的側面 

 主屋の北西にコンクリートブロックの壁を新設し、

その上にトタン屋根を葺き主屋を増築する。そこに

五右衛門風呂と水洗トイレを設置している。その後、

ボイラーを導入し、バスタブとシャワーを設置、五

右衛門風呂を撤去している。 

２）改修の意識的側面 

 「主屋内に風呂とトイレを設置する」という行為

を取り上げ、その位置決定に関わる行為の概念の関

係に着目する。炊事屋の床の改修同様、詳細に分析

を行なったが本稿では簡潔に示す。 

 語りのテキスト59「姑の実家の風呂に入りに行く

（それ）のでは困るので、風呂場と便所をこちらに

現代的につくらせてもらった。」より、欲求Ｄ「主屋

内に風呂を作りたい」、欲求Ｄ「主屋内に風呂を作り

たい」を抽出する。さらに、語りのテキスト225「ト

イレは風呂場の北東（ここ）だったけど、風呂が狭く

なるからもっと東（あっち）と言って、風呂場の東側

（そこ）に作らせた。」より、欲求Ｄ「風呂場の広さ

を確保したい」を抽出する。また、関連する他の語り

のテキストや他民家での語り、文献の引用などによ

り図式表現した行為の概念の関係を図４に示す。図

４に示す図式は、風呂とトイレの改修の位置決定に

関する情報の抜粋であり全容を示すものではない。 

① ②

③
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7.まとめ 

 民家の改修という行為を、実態的側面と意識的側

面から捉えることにより、１）〜３）に示す本研究方

法の有効性が明らかにした。さらに、４）〜５）に示

す研究の可能性を感じることができた。 

１）実態的側面と意識的側面の両側面を重ねてみる

ことで、民家の改修という行為をより詳細に理解す

ることができる。 

２）ひとつひとつの改修という行為に関して、より

深く、豊かに見ることができる。 

３）改修という行為として実行されていない欲求を

理解することができる。（本稿 6.1 参照） 

４）居住者が語っていない信念を理解、推論するこ

とにつながるのではないか。 

５）伊是名集落における民家の改修に共通するパタ

ーンを物理的な改修の事実としてではない、住民の

意識的な部分で捉えることができるのではないか。 

６）民家の改修をいくつかの行為の組み合わせとし

て捉え、抽出できるのではないか。 
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注釈 

1）この研究は2014年に開始し、2017,2018年には集落の空き家を借り

受け、長期滞在しながら調査研究を遂行している。この臨地研究拠点

をリビングラボと名付け、現地での生活を経験している。 

2）2019年6月13日から6月20日の8日間、2019年7月22日から7月31

日の10日間、2020年3月18日から3月24日の7日間伊是名集落に滞在

し調査を行なった． 

3）集落の北側の地域。特に伝統的な景観と生活が残る。 

4）集落の南側の地域。比較的、新しい民家が多く、住民も多い。 

5）25軒の内訳は、現住民家が21軒、空き家が4軒である。 
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